
2025 水稲除草実演会のご提案 

有機農業の拡大に取り組む地域や団体、生産者さま向け
に水稲の除草機実演会を実施いたします。 

近年は市町村さまが主催される除草実演会へ企画の段階
よりご協力させて頂く機会も増えております。 

 現在、農林水産省による有機農業産地づくりが推進されております。栽培技術から企業連

携まで様々な有機関連の分野で、官民一体となって有機農産物の一貫した地産地消や面積の

飛躍的な拡大を目指して、各地で継続的な取り組みが行われております。 

 有機面積の拡大を進める上で慣行から有機への転換が重要です。しかし

体系的にも経済的にも慣れた既存の栽培方法から転換を促すのは、非常に

大きなハードルでもあります。生産者さま自身の作業や生計面での不安を

和らげ、まずは一部面積だけでも有機栽培を試してみようと思って頂ける

きっかけ作りが必要です。 

慣行から有機への転換 

知ることが踏み出す一歩に 

 弊社は長年、全国各地の有機、無農薬、自然栽培を行う

水稲の生産者さまに除草機をお届けして参りました。初め

て除草機を使うお客様も多く、これから有機栽培を行う

方々が不安なく作業するためのコツや翌年から更に除草機

が効果を発揮するような秋からの準備方法など様々な除草

のための支援を行ってきました。体験会や実演会を通して

除草機への理解や実用性をご実感いただく事で、有機栽培

への関心が高まり、転換や導入への後押しとなります。 



2023年5月 兵庫県丹波篠山市 有機農業推進プロジェクト 

兵庫県内でも最大規模の面積を所有する生産者さま圃場にて約１ヶ月の除草試験後に導入。 

あめんぼ号SPW-64 

2024年6月 京都府南丹農業普及改良センター主催 除草機４メーカー実演会 

亀岡市内の学校給食を全て有機栽培米にしていく事を計画目標として面積の拡大に取り組む。 

2024年6月 兵庫県朝来市 農林振興課 除草機実演会 

弊社除草機ユーザーさま圃場を会場に県内外より約20名の生産者さまが参加。 

除草実演会 開催例 
全国各地の自治体・団体・販売店様より実演会のご希望を頂いております。 



あめんぼ号SPWを導入したお客様には、こんな困り事がありました。 

● 無農薬栽培を増やしたいが除草面積も広くなる 

● 散布した除草剤が豪雨で流れてしまった 

● また散布する費用をかけたくない 

● 特別栽培だから薬剤の追加はできない 

 田植機用アタッチメントあめんぼ号SPWは、無農薬栽培の生産者様に選ばれてきました。しかし近年

の高温で草の勢いが強く、また耐性の問題も重なることで、散布した除草剤が効かないケースが全国的に

急増しています。更なる薬の費用を出せない、そもそも特別栽培なので追加できない、これらの悩みを抱

える生産者様が除草機の併用にシフトしています。除草機の導入はこれらの悩みを解決すると共に減農薬

や有機への関心を想起し、転換へのステップとして有機農法を導入しやすい背景を構築します。 

除草機の特徴と使い方 

動力を使用せず稲に優しい。安価に始められる。  

● 古い田植機を再利用 

● 条間と株間を同時に除草 

● 条間33cmにも変更可(出荷時30cm) 

● 各除草器具は上下5段階調整 

● 左右水平を保つローリング機能 

● 田植機別に専用ヒッチを使用 

※Webに適合目安表あり 

部品交換可能 

転車 
株間除草 

水面下の初期のうちに除草 

を開始するのが重要です。 
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稲を先に成長させ優勢 

にする考え方です。  

稲が葉を広げると影で 

雑草の成長も阻害。  

 弊社は高額な機器を目指しておりません。あらゆる水田条件に対応できるよう改良を続けてはおります

が実際の圃場は千差万別です。土の深さ、軟らかさ、起伏の有無、ワラの有無、水持ちの良さ等々。これ

らの条件を１つの機器で自動的に対応する事は、多くのセンサーや仕組みが必要で高額になります。私共

が目指すのは必要な基本能力を持ちながらも低価格で「困りごと」を解決できる機器です。そのためには

生産者様からもご協力が必要です。ワラや残渣を残さないよう秋耕をする、細かく軟らかい丁寧な代掻き

をするなど、少し手間をかけて頂ければ過剰な機能は必要ありません。低コストで有機栽培を始められる

事は生産者様の収益にも寄与し、地域の有機面積を拡大する大きなメリットにもなるはずです。 

中古田植機を再利用するので 

リサイクル観点 

からもエコです。 



除草実演会 申込書 

団体・販売店名 
(自治体様は市町村名) 

 

住所・所在地 
所在地 

 

部署・所属  

担当者様  

代表TEL  

E-mail  

携帯電話  

田植え時期 月   日   ～    月   日 頃 

ご連絡事項 

実施につきましては
複数のご参加が開催
要件となります。 

株式会社 美善

び ぜん

 

〒998-0832 山形県酒田市両羽町9-20 

TEL 0234-23-7135 

FAX 0234-24-4638 

美善公式LINE 美善公式Web 

公式サイトやYouTube(美善チャンネル) 
などで実演の様子をご紹介しております。 

● 自治体：地域に募集や告知を行い複数の参加が見込める。 
● 販売店：ユーザーや顧客へ募集を行い複数の参加が見込める。 
● 団体：農業法人やＪＡ部会など複数メンバーの参加が見込める。 
※個人でご希望の方は上記要件が可能な関係先にご相談ください。 


